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１． 売買単位が１口のＥＴＦに適用する呼値の単位の運用の取扱いについて

（１）呼値の単位の決定方法

現在、当取引所では、ＥＴＦに対して、ＴＯＰＩＸ１００構成銘柄以外の銘柄に適用され

る呼値の単位（以下、その他呼値テーブル）を適用していますが、今後は、投資家が取引時に

支払う執行コストを低減し、利便性を向上させるために、原則としてすべての銘柄にＴＯＰ

ＩＸ１００構成銘柄に適用される呼値の単位（以下、ＴＯＰＩＸ１００呼値テーブル）を適

用します。

ただし、ＴＯＰＩＸ１００呼値テーブルは、価格帯によっては円位未満の値段を含んでい

ることから、売買単位当たりの価格が円位未満の端数を含む価格となることを避けるため、

売買単位が１口のＥＴＦについては、終値等1が 5,000 円以下となった場合、その２営業日後

の日からその他呼値テーブルを適用します。その後、終値等が 7,000 円以上となった場合は、

その２営業日後の日からＴＯＰＩＸ１００呼値テーブルを適用します。

（２）呼値の単位を変更する場合の通知方法

呼値の単位を変更する銘柄が発生した場合は、当該銘柄の終値等が 5,000 円以下となった

日又は 7,000 円以上となった日（変更を適用する２営業日前の日）の１６時を目途に、ＣＥ

ＮＴＮＥＴ及び名証ウェブサイト（マーケットインフォメーション）で公表します。

また、取引参加者における問合せ参照機能および相場報道システム利用者の銘柄情報につ

いては、前営業日における翌日情報および適用日の当日情報として変更後の情報が取得可能

となります。

（３）制限値幅の下限拡大の取扱い

ＥＴＦについては、ストップ高（安）で大引けを迎えた場合、翌営業日から制限値幅の上限

（下限）を４倍に拡大することとしています。しかし、売買単位が１口のＥＴＦで、ＴＯＰＩ

Ｘ１００構成銘柄に適用される呼値の単位を適用している銘柄については、値幅の下限を拡

大した場合、売買単位当たりの価格が円位未満の端数を含む価格となる可能性があることか

ら、売買単位が１口のＥＴＦについては、ＴＯＰＩＸ１００構成銘柄の呼値の単位が適用さ

れている場合、原則として、値幅の下限拡大の対象外とします2。

                                                     
1 原則として最終約定値段（ただし、特別気配引け等の場合は当該気配値段）を用いることとし、いずれもな

い場合は、当日の基準値段を採用します。分割・併合等が行われる際は、当該分割・併合等の権利落ち日

の２営業日前における終値等をもとに算出した、当該権利落ち日の基準値段が 5,000 円以下となる場合は

その他呼値テーブルを、7,000 円以上となる場合はＴＯＰＩＸ１００呼値テーブルを適用します。
2 ただし、ストップ安が連続する可能性等が生じ、円滑な価格形成を行う観点から当取引所が必要と認める場

合は、翌営業日から基準値段の変更や呼値の単位の変更を行います。変更を行う場合は、ＣＥＮＴＮＥＴ



２． 新規上場銘柄の取扱いについて

新規上場銘柄についても、原則として、ＴＯＰＩＸ１００呼値テーブルを適用します。た

だし、上場される銘柄のうち売買単位が１口の銘柄については、新規上場日の２営業日前ま

でに、適用するテーブルを決定し、ＣＥＮＴＮＥＴ及び名証ウェブサイト（マーケットイン

フォメーション）で公表します。

３． 制度見直し時の移行について

本見直しは本年１０月２９日以後の当取引所が定める日より適用することとしております

が、同日に適用される呼値の単位については、その２営業日前にＣＥＮＴＮＥＴ及び名証ウ

ェブサイト（マーケットインフォメーション）にて公表します。

以 上

                                                     
及び名証ウェブサイトにおいて御通知します。


